


平成11年6月広報たまかわ6月は f環境月間j

三オヂミ長層努破壊左手口字玉三
オゾン層は、地表約20kmから40kmの上空で、地球を取り巻いている成麿

圏にあり、太陽光に重まれる有害な紫外線CUV-B)の大部分をOEZ収し、私

たち宝物を守っていること力、ら、地球の宇宙服と呼ばれています。

しかし、地球上からフロンガスが大気中に放出され、オゾン層が破壊され

ています。その結果、奇書な紫外線の量が増え、皮虐がん、白内障などの疾
患や作物の笠需などに悪影響を及ぼすと言われています。

環
オ
ゾ
ン
層
破
壊
や
地
球
温
腰
化

地
球
に
初
め
て
生
命
が
誕
生
し
た
の
は
、
お
よ
そ

ω億
年
前
で
す
。
そ
れ
か
ら
長
い
進
化
の
過
程
を
経
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
い
ま
、
こ
の
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
年
月
を
か
け
て
多

様
化
し
た
動
植
物
の
多
く
が
、
急
速
に
絶
滅
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

人
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
生
物
の
乱
獲
や
生
息
地
の
破
壊
に
つ
な
が
り
動
植
物
の
数
を
へ
ら
し
て
い
る
の

で
す
。
人
闘
が
環
境
を
顧
み
な
い
活
動
を
続
け
れ
ば
、
他
の
動
植
物
の
生
存
を
危
う
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
影
響
は
わ
た
し
た
ち
人
閤
自
身
に
も
及
ぶ
の
で
す
。

環
境
を
大
切
に
し
、
他
の
生
物
と
共
生
し
続
け
て
い
く
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
は
ど
ん
な
こ
と
か
ら
始
め
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、

自
然
の
生
命
に

目
を
向
け
よ
う

そ
の
第

一
歩
は
、
自
然
に
目
を

向
け
、
多
く
の
生
き
物
に
親
し
む

こ
と
で
す
。
木
々
の
緑
や
、河
川
な

ど
、
身
近
な
自
然
の
中
に
も
多
彩

な
生
命
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
生
き
物
た
ち
が
元
・
一
気
に
暮
ら

せ
て
い
る
の
か
ど
う
か
観
察
し
て

く
だ
さ
い
。
野
生
動
物
の
生
活
を

見
つ
め
る
こ
と
は
、
環
境
を
考
え

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

環
境
の
保
全
は
、
社
会
や
経
済

の
仕
組
み
に
か
か
わ
る
大
き
な
問

題
で
す
。
し
か
し

一
人
で
で
き
る

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
野
外
に
出
掛
け
た

ら
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
る
。
動
植

物
を
傷
つ
け
な
い
。
さ
ら
に
家
庭

ご
み
や
生
活
排
水
の
ゆ
く
え
を
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
、
工
、
不
ル
ギ
l
の

使
い
方
を
考
え
る
・
:
な
ど
。

私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
の
環
境

の
こ
と
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

フ
ロ
ン
と
は
、
炭
素
、
フ
ッ
素
と
塩
素
等
が

結
合
し
た
化
合
物
の
総
称
で
す
。
こ
れ
ら
の
物

質
は
、
毒
性
が
な
く
、
化
学
的
に
安
定
で
燃
え

な
く
、
揮
発
性
が
高
い
等
の
使
利
な
性
質
を
持

っ
て
お
り
、
冷
媒
、
洗
浄
剤
、
発
砲
剤
等
に
幅

広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一課
チ
ン
層
を
守
る
た
め
に
は
ゥ一

「
フ
ロ
ン
を
大
気
に
放
出
し
な
い
』
こ
と
で

す
。
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
協
力
し
あ
い

一

体
と
な

っ
て
、
フ
ロ
ン
の
回
収
・
保
管
・
破
壊

処
理
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

福
島
県
で
は
、
県
民
の
意
識
の
高
揚
と
事
業

者
等
の
フ
ロ
ン
回
収
等
の

一
層
の
拡
大
・
促
進

を
図
る
た
め
に
、
「
フ
ロ
ン
回
収
協
力
庖
認
定

制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
玉
川
村

で
の
フ
ロ
ン
回
収
は
、
石
川
地
方
生
活
環
境
施

設
組
合
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
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地
球
の
温
度
は

年
々
上
昇
中

地
球
の
温
度
は
、
い
ま
年
々
上
昇
し
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
が
こ
の
ま
ま
進
む
と
、
二
一

O
O
年

ま
で
に
平
均
気
温
が
2
℃
上
昇
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
列
島
全
体
が
1
年
間
で

3
M
ず
つ
南
下
し
て
い
る
状
態
で
す
。

こ
の
地
球
温
暖
化
は
、
ど
う
し
て
起
こ
る
の
で

し
ょ
う
か
?
地
球
上
に
大
気
が
無
か
っ
た
ら
地
球

の
温
度
は
マ
イ
ナ
ス
同
℃
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
地

球
か
ら
逃
げ
て
い
く
熱
の

一
部
を
と
ら
え
、
温
室

の
よ
う
に
地
球
を
温
め
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
間
年
あ
ま
り
の
間
に
人
間
活

動
が
活
発
化
し
、
多
く
の
化
石
燃
料
が
燃
焼
さ
れ

て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
が
高
く
な
っ
て
き
て

し
ま
い
、
気
溢
の
上
昇
を
引
き
起
こ
し
て
き
て
い

る
の
が
地
球
温
暖
化
で
す
。

地
球
温
隠
化
の
影
響
一山

地
球
温
暖
化
が
進
め
ば
、
沿
岸
域
で
は
、
砂
浜

が
水
没
し
て
し
ま
っ
た
り
、
湿
原
植
物
が
消
失
し

て
し
ま
う
な
ど
の
生
態
系
に
も
影
響
が
で
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
気
温
の
上
昇
は
、
冬
季
の
積
雪
量
の
減
少

に
よ
る
水
不
足
、
雑
草
や
病
害
虫
の
活
動
が
活
発

化
し
て
農
作
物
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
温
暖
化
を
も
た
ら
す
室
温

効
果
ガ
ス
の
削
減
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地球温暖化のメカニズム

二二醜結炭素を減炉開三!F三

地球温暖化の原因が、現代の大量生産、大量消費、大量廃

棄型の社会システムにあることから、既奇のシステムを循環

型社会に変えていくためには、住民・事業者・行政が協力し

て取り組まなければなりません。

また、室温効果ガスのうち、その大部分を占めているのが

二酸化炭素です。私たちの巴常生活の申で、二醸化炭素量を

減らすこと、それが地球温暖化に歯止めをかけることができ

ます。そのためにも省エネルギー運動を進めましょう。
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「
介
護
保
険
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

広報たまかわ

ー
平
成
ロ
年
4
月
か
う
ス
タ
ー
ト
i

こ
れ
か
ら
引
世
紀
に
向
か
い
ま
す
ま
す
少
7
7
一
高
齢
化
が
進
み
ま
す
。

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
は
増
加
し
、
国
民
の
負
担
の
増
大
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
介
護
保
険
制
度
が
介
護
を
社
会
全
体
で

豆
え
て
行
く
新
た
な
し
く
み
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
こ
の
介
護
保
険
制
度
の
実
施
に
向
け
て
整
備
、
模
討
が
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ゐ
つ
ロ
は
、
介
護
保
険
制
度
の
土
台
と
な
る
保
険
料
の
徴

収
に
つ
い
て
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
支
払
う
の
か
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

生
ま
れ
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
陸

療
保
険
」
、
加
歳
に
な
っ
た
ら
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
国
民

年
金
」
と
並
び
、
「
介
護
保
険
」
は
、

必
歳
以
上
の
方
が
全
員
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
保
険
制
度
で

す
c

Q

介
護
保
険
は

る
ん
で
す
か
?

誰
が
加
入
す

A 

判
歳
以
上
の
企
て
の
方
で
す
c

Q

保
険
料
は
、

る
ん
で
す
か
?

ど
の
よ
う
に
な

A

日
歳
以
上
の
方
と
、
必
歳
か

ら
出
歳
未
満
の
方
で
は
、
支
払
い

方
法
等
が
違
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

平成11年6月

発
・
・
・
中
園
、

65歳以上の方
(第1号被保険者)

(第2号被保険者)

制度の運盟主体は市町村です

(第 1号被保険者)

保
険
料
は
、
所
得
に
応
じ
た
額
に

な
り
ま
す
。
そ
の
額
は
、
市
町
村
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
に
応
じ
て
変

わ
り
ま
す
。
(
は
っ
き
り
し
た
額
は
、

現
在
検
討
中
で
す
。
)

ま
た
、
第
1
号
被
保
険
者
の
保
険

料
は
、
原
則
と
し
て
老
齢
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
ま
す
(
年
金
額
が
年
額

回
万
円
以
上
の
方
)
。

そ
れ
以
外
の
方
(
年
金
額
が
年
額
回

万
円
に
満
た
な
い
方
)
は
、
村
に
個
別

に
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

初老期痴ほう、脳血

管疾患など、老化が

原因とされる15種類

の病気により、要介

護状態や、要支援状

態となった方。

分[g 

40歳~65歳未満で医

療保険に加入してい

る方

①寝たきりや、痴ほ

うなどで常に介護

を必要とする状態

の方

(要介護者)

韓
国
ヘ

65)，歳以上の方者象対
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国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
完
成

福
島
空
港
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ

ル
ゼ
ル
は
、
5
月
末
に
完
成
し
、
オ

ー
プ
ン
前
の
6
月
7
日
に
地
元
玉
川

村
と
須
賀
川
市
の
行
政
関
係
者
に
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

同
ピ
ル
は
、
従
来
の
国
内
線
旅
客

タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
の
南
側
に
隣
接
し

て
建
て
ら
れ
、
鉄
骨
2
階
建
て
、
延
べ

床
面
積
が
約
四
千
平
方
灯
で
す
。

一
階
に
は
、
今
月
か
ら
就

航
す
る
中
国
東
方
航
空
と
ア

シ
ア
ナ
航
空
の
チ
ケ
ッ
ト
カ

ウ
ン
タ
ー
、
チ
ケ
ッ
ト
ロ
ビ

ー
及
び
到
着
ロ
ピ
!
と
税
関

事
務
所
な
ど
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

二
階
は
、
出
発
ロ
ピ
l
と
出
入

国
審
査
に
係
る
施
設
、
動
植
物

の
検
疫
施
設
が
配
還
さ
れ
て
い

ま
す
。
搭
乗
待
合
室
に
は
、
免
税

シ
ョ
ッ
プ
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、

「

D
U
T
Y
F
R
E
E
S
H

O
P
」
の
文
字
が
掲
げ
ら
れ
、
国

際
線
ム
1
ド
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
搭
乗
待
合
室
の
天
井

に
は
、
自
然
採
光
の
た
め
の
天

窓
が

3
か
所
設
置
さ
れ
て
お

り
、
火
災
時
に
は
闘
い
て
煙
出

し
と
な
る
な
ど
災
害
に
対
応
で

き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

向
ピ
ル
は
、

6
月
げ
日
の

上
海
か
ら
の
到
着
便
の
前
に

開
館
式
を
行
い
、
本
格
的
な

営
業
開
始
と
な
り
ま
す
。

40歳""65歳来溝の方
(第2告被保険者)

②常時の介護までは

必要ないが、家事

や身じたく等、日

常生活に支援が必

要な状態の方

(要支援者)

給付の対象者

(サービスが
利用できる方)

4 

保
険
者
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
現

在
支
払
っ
て
い
る
底
療
保
険
の
保
険

料
と
し
て
一
括
し
て
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
の

。
組
合
管
掌
健
康
保
険
・
政
府
管
掌

健
康
保
険
加
入
者
(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

等
)保

険
料
は
、
給
料
に
応
じ
て
異
な

り
、
保
険
料
の
半
分
は
事
業
、
王
が
負

担
し
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
な

ど
の
非
扶
養
者
の
分
は
、
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
の
被
保
険
者
が
皆
で

負
担
す
る
の
で
新

た
に
保
険
料
を
支

払
う
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

。
由
民
健
康
保
険

加
入
者

来
険
料
は
、
所

得
や
資
産
に
応
じ

て
異
な
り
、
世
帯

主
が
世
帯
員
の
分

も
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の

際
、
保
険
料
の
半

分
は
国
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

保

せ

い

療

乗

払

医
上
支

る

に

て

い
科
し

て

険

括

し
保
一
。

入
の
で
す

加
険
し
ま

退
きコH

，v

齢

天
老
の

て
ら

し
か

と

金
則
年
す

原

職

で

保険料の受払い方法

'2踏の搭乗待合室と免税ショッブ
L _一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

A 

;国内線の尽力、、新たに圏際鰻2路線が整備される
L 一一一一一一…一一……一一…一一一一一一一一一一一一一一ー一一

+到着後{こここで入居審査を受けます(2鑑)
L一一一一一一一一一一 ーーーーー ー

「一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一

lとの税関(1階)を通れば、到着ロビーへ

民〉



平
成
日
年
度
中
学
校
体
育
連
盟
県
南
総
合
大
会
は
、

6
月
8
日、

9
日
の
2
日

間
に
わ
た
っ
て
県
南
地
点
の
各
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
郡
単
位
で
の
大

会
が
な
く
な
り
、
白
河
市
・
芯
川
・
西
白
河
・
東
白
川
の
1
市
3
郡
で
の
県
南
総
合

大
会
と
な
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
o

av女
っ
す
柔
道
俗
図
準
優
勝
角
田
睦
(
泉
中
)
一
団
体
3
位
泉
中
学
校

@
女
ヱ
J

剣
道
傭
人
準
優
勝
林
奈
穂
子
(
須
釜
中
)

@
男
一
4
4
剣
道
団
体
3
位
泉
中
学
校

@
卓
球
女
ウ
ウ
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中体連県南総合大会

角田さん(女子柔道)、林さん(女子剣道) 準優勝

瀬谷 E 真野目組と須申男子団体が準優勝

や

準
優
勝
瀬
谷
香
保
里
・

異
野
白
美
和
組
(
須
釜
中
)

小
針
五
一
一
一
(
須
釜
中
)

大
川
内
梢
(
須
釜
中
)

石
井
晃
世
・
関
根
恵
美
組

(
須
釜
中
)

準
優
勝
須
釜
中
学
校

5
位
鈴
木
大
蔵
(
須
釜
中
)

5
位
小
原
功
裕
・
京
形
裕
二
組

(
須
釜
中
)

553  
{立位 f立

角田 謹さん
(景申)

'l 手，

-
卓
球
勢
一
4
4
団
体

手，

林奈穂ミ子さん
(須筆中)

員野田美和弘-瀬谷香保里弘
(須釜中)

子
供
自
蕗
車
大
会

一
小

A
が

優

勝

石
川
地
区
交
通
安
全
協
会
と
石
川
警
察
署
主
催
に
よ
る
第
引
白
石
川

地
方
交
通
安
〈
王
菩
供
自
転
車
大
〈
一
訟
は
、

6
月
刊
日
に
玉
川
第
一
小
学
校

を
会
場
仁
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
川
郡
内

3
校
か
ら

5
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
行
わ
れ
、

川
第
一
小
学
校

A
チ
ー
ム
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

平成11年6月

事い歯か喪章2

広報たまかわ

個
人
の
部

団
体
戦
で
玉

斉
藤
君
優
勝

団体で優勝した玉小の;子供たち

子
供
自
転
車
大
会
の
競
技
は
、
ー
チ
l
ム

5
名
(
選
手
4
名
と
補
欠
1
名
)
が
出
場
し

て
、
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
学
科
テ
ス
ト
、

玉
一
小
校
庭
で
安
全
走
行
テ
ス
ト
、
同
校
体

育
館
で
技
能
走
行
テ
ス
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
行

い
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
団
体
で
玉
川
一
小
A
チ

ー
ム
が
優
勝
し
、
準
優
勝
の
石
川
小
B
チ
i

平
成
日
年
度
第
1
国
よ

い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
が

4
月
初
訂
に
村
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
次

の
3
名
の
子
ど
も
た
ち
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

永林美空ち札

(中・修)

小針唯人くん

(中・武彦)

小
山
田
ぷ

曲
山
君
(
制
m走)、

ん
さ他

国
)

到
津

田
熊

山

(

中
学
校
体
育
連
盟
石
川
支
部
陸

上
競
技
大
会
は
、

5
月
mm
日
に
鏡

石
町
の
鳥
見
山
陸
上
競
技
場
で
関

か
れ
ま
し
た
。
男
子
側

m
走
で
曲

山
和
宏
君
(
泉
中
)
、
男
子
走
り
幅

跳
び
で
石
森
正
康
君
(
須
釜
中
)
、

女
子
一
一
一
種
A
で
小
山
田
佳
織
さ
ん

(
須
釜
中
)
が
見
事
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。
、
王
な
入
賞
者
は
、
次
の
と

お
り
で
し
た
。

(男一
/
2
V
四
百

m
走
優
勝
曲
山
和

宏
(
泉
中
)
V
走
り
幅
跳
び
優
勝
石

森
正
康
(
須
釜
中
)
V
1
年
百

m
走

2
位
鈴
木
元
気
(
須
釜
中
)
V
砲
丸

投
2
位
野
崎
充
(
泉
中
)
、

3
位
八

木
達
彦
(
須
釜
中
)
V
二
百

m
走
3

位
大
野
圭
司
(
須
釜
中
)
V
I
年
千

五
百

m
走
3
位
湯
沢
健
太
(
泉
中
)
、

4
位
鈴
木
元
気
(
須
釜
中
)
V
一一一種

A
3
位
大
木
一
弘
(
須
釜
中
)
5
位

大
竹
正
之
(
泉
中
)
V
2
年
百

m
走

4
位
大
川
内
勇
太
(
須
釜
中
)
V
3

年
百

m
走
4
位
大
野
圭
(
須
釜技実の君藤高た!

)

 

勝原虫で
立
ロの人間

闘

ム
と
と
も
に
7
月
3
日
に
郡
山
市

の
郡
山
免
許
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

る
県
南
方
部
大
会
へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。

4
月
日
日
の
献
血
者
は
、
次
の

お
名
で
し
た
。
あ
な
た
の
愛
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

(
献
血
場
所
と
献
血
者
数
)

(
鞍
称
略
)

(

ト

ス

テ

ム

福

富

)

お

名

阿
曽
理
・
安
藤
喜
勝
・
石
森
明

美
・
磯
日
勝
寿
・
井
上
隆
司
・
上
野

弘
・
生
方
美
和
・
海
村
明
子
・
大
竹

健
太
郎
・
大
竹
光
二
・
岡
崎
将
悟
・

岡
田
純
・
岡
部
里
子
・
菊
地
哲

也
・
小
林
正
男
・
小
針
和
彦
・
小
針

京
子
・
後
藤
真
司
・
坂
本
字
子
・
佐

久
間
美
希
・
鈴
木
桂
子
・
鈴
木
善

則
・
関
根
ツ
ヤ
子
・
瀬
谷
武
寿
・
瀬

谷
照
美
・
田
中
恵
美
子
・
一
戸
塚
昌 三

種
A
で

V 

石
森
君
(
走
り
幅
跳
)
も
優
勝

曲山和宏、
(泉中)

石森正康くん
(~真釜中)

中)、

5
位
小
針
和
章
(
泉
中
)
V
千

五
百

m
走
5
位
大
竹
弘
晃
(
泉
中
)

V
百
十

m
ハ
ー
ド
ル

5
位
吉
田
直

樹
(
泉
中
)
V
走
り
高
飛
び

6
位

倉
鎌
聡

γ
二
種
B
6
位
鈴
木
裕
也

(
泉
中
)
V
1
・
2
年
四
百

m
リ
レ

i

3
位
須
釜
中
(
鈴
木
将
、
鈴
木
元

気
、
草
野
弘
樹
、
大
川
内
勇
太
)
、

6
位
泉
中
(
矢
吹
康
、
鈴
木
潤
、
小

針
匠
、
大
竹
弘
晃
)
V
八
百

m
リ
レ

1
4
位
泉
中
(
大
竹
仁
、
小
針
和

章
、
斉
藤
丈
典
、
曲
山
和
宏
)

〔女フ寸
J
〕

V
一二種
A
優
勝
小
山
田
佳

織
(
須
釜
中
)
、

6
位
曲
山
絵
美
(
泉

中
)
V
2
年
百

m
走
2
位
添
田
恵
梨

佳
(
泉
中
)
V
走
り
高
飛
び
3
位
角

田
瞳
(
泉
中
)
V
一一一種
B
3
位
熊
田

綾
(
泉
中
)
V
砲
丸
投
4
位
鈴
木
い

つ
か
(
須
釜
中
)
V
千
五
百

m
走
5

位
塩
田
亜
由
美
(
須
釜
中
)
V
1
・2

年
四
百

m
リ
レ

1
2
位
泉
中
(
添

田
恵
梨
佳
、
鈴
木
里
沙
、
草
野
さ

お
り
、
角
田
陸
)

ま
た
、
個
人
の
部
で
玉
川
第
小

学
校
A
チ
i
ム
の
斉
藤
久
矢
君

(
6

年
生
)
が
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
、
競
技
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

(
団
体
の
部
)

・

優

勝

玉

川

一

小

A
チ
ー
ム

@
準
優
勝
石
川
小
B
チ
l
ム

(
個
人
の
部
)
本
村
の
み

-
優
勝
斉
藤
久
矢
(
玉
川
A
)

・
準
優
勝
須
藤
光
輝
(
玉
川
A
)

・
第
4
位
国
井
太
輔
(
玉
川
A
)

@

努

力

賞

一

一

輪

裕

郎

川

B
)
 

彦
・
・
一
一
瓶
敦
子
・
八
取

み
さ
え
・
林
正
直
・
半
津
明
美
・
松

崎
和
代
・
一
二
吉
春
子
・
迎
芳
政
・

武
藤
ヒ
ヂ
子
・
矢
吹
修
治
・
渡
辺
聖

子(
駒
木
根
工
業
側

)

4

名

熊
日
里
美
・
鈴
木
吉
二
郎
・
関
根
次

豊
・
南
僚
玲
子

(
巴
本
構
密
加
工
伺
)
初
名

青
木
さ
ゆ
り
・
浅
倉
竹
一
一
一
・
味
一
戸
勇

農

業

委

員

選

挙

γ
月
日
日
(
日
)
投
票

今
年
は
、

3
年
に
一
度
の
農

業
委
員
統
一
選
挙
の
年
で
す
。

今
年
で
口
回
目
と
な
る
統
一
選

挙
は
、

7
月
に
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。村

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

次
の
日
程
に
よ
り
選
挙
を
執
行

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
o

-
立
候
補
予
定
者
説
明
会

-

と

き

6
月
訪
日
(
金
)

@
と
こ
ろ
村
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー

画
立
候
補
届
出
事
前
審
査
会

@

と

き

6
月
お
日
(
火
)

役
場
北
庁
舎
会
議

@
と
こ
ろ

V
告
示
日

7
月
6
日
(
火
)

V
投
票
日

7
月
日
自
(
日
)

事
お
問
い
合
せ
先

村
選
挙
管
理
委
員
会

岱
幻

e
・

g-3333$324621

監
査
委
員
に

塩
沢
さ
ん
を
選
任

村
監
査
委
員
に
塩
津
重
直
さ
ん

引
写
真
U
(
乃
歳
・
南
須
釜
)
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

塩
津
さ
ん
の
任
期
は
平
成
日
年

5
月
日
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

雄
・
五
十
嵐
千
春
・
上
野
光
子
・
遠

藤
慎
哉
・
太
田
真
・
面
川
直
美
・

車
田
伸
・
小
林
信
幸
・
小
針
幸

子
・
鈴
木
ミ
チ
・
関
根
ヨ
ネ
子
・
滝

田
徳
美
・
生
回
日
正
子
・
村
上
和

則
・
福
土
信
子
・
松
本
修
了
三
坂

義
男
・
武
藤
倫
康

(

玉

川

村

役

場

)

お

名

塩
田
敦
・
須
釜
政
利
・
鈴
木
枝
美

子
・
瀬
谷
輝
賢
・
添
田
孝
則
・
添
田

春
子
・
円
谷
久
・
広
瀬
亜
紀
子
・

曲
山
博
貴
・
増
子
広
行
・
松
川
裕

美
・
和
田
信
之
・
酒
井
春
美
・
石
井

雅
夫
・
熊
田
弘
喜
・
車
田
ヨ
シ
子
・

小
針
敏
子
・
小
針
康
敬
・
小
針
盤
口

栄
・
塩
沢
邦
章
・
塩
沢
賢
了
塩
沢

美
代
子
・
小
針
美
子

6 7 
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広報たま力、わ

プ
レ
ゼ

全
協
会
玉
川
分
会

民認平
γ 定成
寓農 10
F業年
、者度

認分

定
君寵
E冨ヨ

独
自
の
農
業
経
営
改
善
計
画
を

立
案
、
実
施
し
た
村
内
5
名
の
農

業
生
産
者
に
対
し
て
、
村
長
か
ら

認
定
農
業
者
に
認
定
書
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

認
定
を
請
け
た
生
産
者
に
は
、

税
法
上
の
優
遇
措
置
や
各
種
補
助

事
業
の
優
先
配
分
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
認
定
書
の
交
付
を
受
け

た
農
業
生
産
者
は
、
次
の
と
お
り

で

す

。

(

敬

称

略

)

大
竹
一
郎
(
岩
法
寺
)
、
上
野
和
雄

(
竜
崎
)
、
小
原
清
(
南
須
釜
)
、

鈴
木
好
市
(
高
須
釜
)
、
滝
口
政
信

(
山
小
屋
)

平成11年6月広報たまかわ

石
川
地
区
交
通
安
全
協

会
玉
川
分
会
(
車
田
悦
夫

会
長
)
で
は
、
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
と
の

願
い
を
込
め
て
、
村
内
の

中
学
一
年
全
員
(
川
名
)
に

反
射
材
を
贈
り
ま
し
た
。

車
田
会
長
か
ら
小
林

教
育
長
に
贈
ら
れ
た
反

射
材
は
早
速
、
泉
、
須

釜
雨
中
学
校
か
ら
各
生

徒
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

第
羽
田
玉
川
山
野
草
展

か
れ
ん
な
花
々
に
感
動

玉
川
山
野
草
会
(
奥
野
四
郎
会
長
)
で

は
、
第

O
M
玉
川
山
野
草
援
を
村
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
会
員
位

名
か
ら
加
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

村
内
外
か
ら
愛
好
者
な
ど
多
数
訪

れ
、
か
れ
ん
な
花
々
を
じ
っ
く
り
と
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
上
位
入
賞
者
は
、
次
の
と

お

り

で

し

た

。

(

敬

称

略

)

V
競
技
花
の
部
(
村
長
賞
)
長
倉
弘
子

V
エ
ピ
、
不
の
部
(
会
長
賞
)
車
問
久
七

V

般
の
部
(
会
長
裳
)
車
日
常
代

福
島
県
身
樟
者
体
笥
大
会

金
メ
、
タ
ル
4
個

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
心
身
の
維
持
増
強
と
社
会
参

加
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
第
訪
問

桔
島
県
障
害
者
総
合
体
育
大
会
が
県
あ
づ
ま
運
動
公

開
凶
で
聞
か
れ
、
本
村
選
手
が
活
躍
し
ま
し
た
口
上
位

入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

V
石
森
藤
重
(
山
小
屋
)
砲
丸
投
金
メ
ダ
ル

V
円
谷
一
時
夫
(
雨
須
釜
)
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
金
メ
ダ
ル

V
有
賀
政
可
(
古
)
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
金
メ
ダ
ル

V
関
根
卯
一
(
北
須
釜
)
百
メ
ー
ト
ル
走
金
メ
ダ
ル

V
有
賀
勝
(
吉
)
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
銀
メ
ダ
ル

V
草
野
利
房
(
北
須
釜
)
ヤ
リ
投
げ
銀
メ
ダ
ル

V
川

端

英

司

百

メ

ー

ト

ル

走

銀

メ

ダ

ル

村内各所で花植え
村花いっぱい運動に参加している37のボランティ

ア団体は、村内の主要道路沿線にサ)uビアやマリーゴ

ールドの酷の植え付け作業が始まりました。

舎年も璽から秋にかけて、亦や黄色に彩られた花々

が咲き、 f美しい玉川村jを自で楽しませてくれます。

在
宅
介
護
に

強
い
昧
方

こ
の
度
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
5

台
目
の
軽
四
輪
車
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

伺
協
議
会
で
は
、
要
介
護
住
宅
へ
の

訪
陪
業
務
や
出
張
相
談
業
務
な
ど
に
活

用
す
る
予
定
で

す
。
業
務
用
自
動

車
は
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ

l
一
人
に
一

台
と
な
り
、
ヘ
ル

パ
I
の
機
動
力
強

化
に
強
い
味
方
と

な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

全
日
空
か
ら

ラ
ノ
デ
曲
目
2
E

Z

輔、，
4

，h自
民

C
2

福
島
空
港
に
乗
り
入
れ
を
し
て
い

る
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
か
ら
福
島

支
宿
長
の
倉
構
俊
明
さ
ん
と
客
室
乗

務
員
の
徳
江
忠
美
さ
ん
が
村
役
場
を

訪
れ
て
、
村
に
ス
ズ
ラ
ン
を
贈
り
ま

し
た
。全

B
空
で
は
毎
年
こ
の
時
期
に
社

会
貢
献
活
動
と
し
て
、
全
国
の
日
赤

病
院
に
贈
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

か
ら
空
港
隣
接
車
町
村
に
も
札
幌
線

利
用
促
進
な
ど
の

P
R
を
兼
ね
て
北

海
道
の
ス
ズ
ラ
ン
を
贈
り
ま
し
た
。

8 

ソフトボール バレーボール

商須釜、小高が優勝
農民スポーツ大会玉川村大会は、男芸ソフトボールが村

毘クラウンドで、女芸バレーホ-)しが玉川動労者体需セン

ターで行われました。熱戦の結果、ソフトポールは南須釜

チーム、バレーポーんはIJ¥嘉子ームが優勝しました。

なお、優勝及び準優勝チームは、ア月18巴に石川町で

行われる石川地区大会へ出場します。

(第29口村民壮年ソフトボール大会)

・優勝~南須釜 ・準優勝~山小屋 .3位~北須釜、竜崎

(第34田村民家庭バレーポール大会)

@優勝~小高 @準優勝~南須釜 .31立~中

村
消
訪
問
岩
法
寺
分
団
長
の

田
正
さ
ん
(
お
歳
)
に
県
知
事
か
ら

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
、
消
防
団
活
動
に

勤
務
成
績
が
優
秀
で
他
の
模
範
と

な
る
こ
と
か
ら
今
回
の
受
彰
と
な

り
ま
し
た
。
須
賀
川
市
文
化
セ
ン

タ
i
で
行
わ
れ
た
県
下
消
防
大
会

の
一
席
上
、
受
彰
者
代
表
と
し
て
佐

藤

知

事

か

ら

表

彰

状

が

贈

ら
れ
ま
し
た
c

• 

県
云臨孟 フフ

I!!I ..---.っ
取温長
官冨冨 J::Jj: ニヱ

塑:さ喜
亘重重量 IU 道留

民に三
τT 
ス
ト

福
島
県
写
真
商
業
組
合
主
催
に

よ
る
第
羽
田
県
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
で
、
石
津
節
男
さ
ん

(
中
)
が
最
高
賞
と
な
る
推
薦
を
受

賞
し
ま
し
た
り

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
県
内
の
ア
マ

チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
に
と
っ
て
は
憧

れ
の
賞
で
あ
り
、
石
津
さ
ん
は
、
こ

ど
も
の
素
朴
で
ひ
ょ
う
き
ん
な
表

情
を
と
ら
え
た
作
品
「
お
ち
ゃ
め

さ
ん
」
で
見
事
受
賞
し
ま
し
た
。
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080 
f初めてでも安心登山j
自然と親しみ、新たな感動を

村民登山参加者募集 ~中区運動会から~

平
成
ロ
年
度
の
川
村
職
員

(
大
学
卒
業
程
度
)
の
採
用
候
補
者

試
験
を
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
o

-
試
験
職
種
一
般
事
務

量
採
用
人
員
若
干
名

画
受
験
資
格

昭
和
。
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

臼
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

を
卒
業
し
た
者
、
又
は
平
成
ロ
年

3
月
卒
業
見
込
み
の
者
。
た
だ
し
、

欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
こ
と
o

zm試
験
の
方
法

①
第
1
次
試
験
1
教
養
試
験

②
第
2
次
試
験

1
面
接
試
験

曜
試
験
の
期
日

平
成
日
年
8
月
1
日
(
日
)

瞳
試
験
の
揚
所

福
島
サ
ン
パ
レ
ス

画
受
験
の
受
付

申
込
用
紙
は
、
役
場
で
交
付
し

て
い
ま
す
。
希
望
者
は
、

7
月
1

日
ま
で
に
申
し
込
み
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

軍
お
問
い
合
せ
先

玉
川
村
役
場
総
務
課
庶
務
係

岱

U
i
8
1
4
6
2
1

大自然{こ親しみ、健全な部力づくりと参加者棺互の親

睦を図ることを呂的に行われる第33田玉川村民登山会

は、東吾妻山方面(吾妻湿原地帯)に決まりました。参加

者を次により募集いたします。

.期日平成11 年8月27日(土)~28日(臼)

.場所東吾妻山方面(東吾妻山には登りません)

@対象玉川村民で18歳以上の身体健全な者

・人員 100名(員切りパス2台)

.申込み平成11年7月6日から7月238までに、居

住行政区の体育指導員に申込みしてください。

詳しいことは、村公民館(岱57-4632)へ
お問い合せください。

{呆

呆

;受

一石保

呆

@その他

母国司国の健康ごよみ

機能訓練・・・・・・..........・・.....家

午前10時00分~

日本脳炎予防接種・・..........・・・須

午後 1時00分~

日本脳炎予防護種

午後 18寺30分~

すくすくクラブ...... 

午前10時00分~

段関節脱臼健診・・・

午後 1B寺30分~2時

16日(金) 1競児抱談会・・・

午後 1B寺30分~

献血 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・村内各地

3議宛健診・....................保

午後 1時30分~

圃ア月

6B(火)

7B(水)

21日(水)

23日(宣)

8B(木)

9日〈金)

須釜公民館

:受付時間

{宗:保1建センター 須

石保:石川保鑓センター

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきましたC

く御礼申し上げます。

員己

-竜i埼の小林由佳さん

(村社会福祉協議会)

• JI/辺の三瓶忠夫さん

・竜崎の湯i辛勝さん

21名程度

・昭和45年4F3 28~昭和57年4月 1 自生

まれの男性
・掌校教青j去による大学もしくはこれに準ず

る掌校を卒業した者

7月26日~8月 17日

2名程度

@昭和45年4月2巴~昭和57年4月 18生

まれの女性

・学枝教膏j去による大挙もしくはこれに準ず

る学校を卒業した者

ア月26巴~8月 17日

5名程度

昭和53年4月2日~

昭和57年4月 1日空

まれの者(掌涯不問)

@受信期間 8昆9日----8月31日
※詳しいことは、吾川警察署(fi26-2191)仁お問い合せください。

〔警察官B)
@採用予定人員

。受験運揺等

。受付期間

〔婦人警察富〕

。採用予定人員

。受験資格等

@受付期間

〔警察事務〕

。採用予定人員

。受験講揺等

キ
ピ
タ
ン
の
ぬ
い
ぐ
る
み

に
入
っ
て
み
ま
せ
ん
か

お誕生おめでとうございます|
(5月居出分)

保護者名

秀

f中

(5月窟出分)

年齢世帯主名

88 忠夫

郎

宏

智

四善

和

秀

忠

洋

出正児氏名

鎌将希

鎌優香

宗形美咲

阿部調太

関根永梨奈

阿部美佳

須釜あゆみ

しおり

平

死亡者氏名

瓶スミ

森

矢部。

一

以

一

寺

崎

釜

土

内

う

巨

H
Y

台

、
子
ぃ
，

4
7
j
d

地

山

石

竜

南

'l 

宅〉

1，782戸(-1 ) 

7，585人(+2)

3，741人 (+2)

3，844人(土0)

今
月
の
納
税

村のようす
れ1$6月1司現在)

村

県

民

税

国
民
年
金
保
験
料

第

1
期

6
月
分

門
納
期
限
は

6
月
訪
日
(
金
)
で
す
の

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

昼

岡

純

畠

v
-
A

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

村

公

民

館

転
ん
だ
ら
大
変
ピ
す
る
杖
頼
リ
章
に
乗
る
も
声
を
か
け
令
つ

生十

..>-. 
守ず

次

遮
断
機
に
声
を
合
わ
せ
て
婆
ち
ゃ
ん
の
背
よ
リ
幼
は
歌
っ
て
帰
る

小
針
み
ね
子

手
鏡
に
共
に
暁
リ
し
赤
埼
持
妖
し
き
迄
に
い
の
ち
を
燃
や
す

生十

愛
子

「
首
だ
!
・
」
ピ
社
長
の
罵
声
が
背
に
絡
み
ド
ア
の
乳
み
に
胸
を
刺
さ
る
る

吉
田

英
祐

雪
解
け
の
水
嵩
増
し
し
里
の
川
ゆ
た
け
さ
者
を
ひ
び
か
ぜ
て
ゆ
く

益
那
木
き
み

「
秋
桜
」
鑑
賞
ぜ
ら
る
る
学
級
で
簡
に
か
す
か
な
す
す
っ
泣
く
声

拙
か
る
一
菰
款
の
声
に
も
耳
を
か
す
菩
薩
の
顔
よ
敬
笑
み
絶
え
、
ず

)Ij 
宙

が、
J 

Zも

)11 

埼

主主
子

ハU
A
B
'
a
-平成11f!=7月11日(臼)午前10時~午後3時

玉川村就業改善センター2階農研室

き

ろザ」

と
と

@

@

 

平成11年7用118C巴)午前10時~午後3時

玉川村就業改善センヲ-2階震研室

@ とき

@ところ
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私
の
ふ
る
さ
と
ー
茨
城
県
笠
間
市
|

玉川村役場 n(0247)57 -3101 編集/総務課印刷/偏向谷印刷(毎月 15日発行)発行/福島県石川郡玉川村大字小高宇中l畷9

シリーズ今日の食卓⑭
今月のお題は

r~B に必要なエネルギ』量を計算してみよう J
5月号で標準体重を計算しましたが賞えていますか。
(標準体重(kg)=~署長 (m)x身長 (m) x22) 
1巴に必要なエネJレギー量は、{島々 の舎の体重ではなくて、

標準体重を翠本に計算します。

必要な
エネルギー量CKcal)=標準体重Ckg)x生活活動強度CKcal)

小
針
ま
ゆ
み
さ
ん
(
中
)

私
の
ふ
る
さ
と

」
は
、
茨
城
県
水
戸
市

か
ら
西
の
方
に
位
置
す
る
、

四
方
を
山
に
閉
ま
れ
た
人
口
三
万
人

ほ
ど
の
町
で
す
。

「
笠
間
市
」
は
、
日
本
一
一
一
大
稲
荷

の
一
つ
で
あ
る
「
笠
間
稲
荷
神
社
」
が

あ
り
、
古
く
か
ら
門
前
町
と
し
て
も

栄
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
「
稲
田
み
か
げ
石
」
と
共
に

「
笠
間
焼
」
は
町
の
大
切
な
産
業
の
ひ

と
つ
で
、
関
東
一
の
歴
史
と
百
を
超

え
る
窯
一
冗
が
あ
り
、
国
内
は
も
と
よ

り
海
外
で
活
躍
し
て
い
る
拘
芸
家
も

い
る
ほ
ど
で
す
。

生活活動強度~臼常生活の中での歩く時間、立っている時
間、筋肉を使う力仕事等の時闘をみて活動
の強さを法すもの

無職で、ほとんど8分の部屋の中で笠
活している人

いi標準体重 1kg当たり
25Kcal 

畑
一

サラリーマン、主婦、活員、工員などほ
とんどの日本人の70%がこのランク

②中等度i紫色子1勾当たり

i標準体護 1kg当たり
③やや皇室いiI 35Kcal 

(例)標準体重55kgx生活活動強震(中等度)30Kcal=1 ，650Kcal 

あなたの 1臼にl必要なエネルギ…量は出ましたか。数宰
だけでなく、実際どのくらい食べたら畏いか横討もつきま
せん。 7月号では異体的な食昂の目安でみていきたいと患
います。

多
く
の
陶
芸
家
の
作
品
を
一
帽

に
観
る
こ
と
が
出
来
る
春
の
「
陶

炎
祭
」
、
秋
の
「
旺
の
ま
つ
り
」
は
、

つ
つ
じ
祭
り
や
菊
祭
り
と
重
な
る

こ
と
も
あ
っ
て
か
、
東
京
方
面
か

ら
臨
時
列
車
が
出
る
な
ど
大
変
な

賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

他
に
も
「
笠
間
日
動
美
術
館
」
や

「
芸
術
の
村
」
、
「
出
雲
大
社
常
陸
分

社
」
な
ど
見
ど
こ
ろ
は
沢
山
あ
り
、

吋
歴
史
の
ま
ち
、
文
化
の
ま
ち
、

芸
術
の
ま
ち
i

笠
間
」
と
し
て
観

光
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
で

す。
最
近
は
、
大
型
応
の
進
出
な
ど

町
も
様
変
わ
り
を
見
せ
始
め
ま
し

た
が
、
見
慣
れ
た
景
色
が
泊
え
て

ゆ
く
こ
と
に
、
一
抹
の
寂
し
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

1人分エネルギー罷 34Kcal 

一作り方一

( 1 )境ひとつまみ入れ、青
葉を斑で3cm位に切る。

(2)納豆を包了でたたいて、
挽き割りにしてポーん
に移し、醤油、練り辛芸
(のり、ごまでもOK)を
入れよく混ぜる。水気
を切った(1 )を入れて
和える。

『青葉の納豆和えJ
・青菜~一束300g
・腕豆~(小) 1パック
・醤油~/J\さじ 2

・ねり辛菩~適盟

心に残る 判~_.v.:
我がふるさと

『大切なふる里と
再懇

埼玉県岩槻吊

大患令ろさん

(J 11辺出身・丹内武寿さんの二女)

ヘJ

梅
雨
の
候
、
皆
さ
ま
お
元
気
で

お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

人
形
の
街
、
埼
玉
県
岩
槻
市
に

住
み
二
十
六
年
が
経
ち
二
鬼
の
母

と
な
り
仕
事
に
子
育
て
に
と
忙
し

い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
安
室
奈
美
恵
さ
ん
の
出

産
で
有
名
?
に
な
っ
た
丸
山
記
念

総
合
病
院
で
看
護
婦
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
。
と
き
ど
き
、

S
A
M

さ
ん
、
安
室
さ
ん
に
お
会
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
院
内
に
玉
川

村
出
身
者
が
一
一
一
名
も
お
り
心
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。
広
報
「
た
ま
か

わ
」
が
手
元
に
届
く
よ
う
に
な
り
、

ふ
る
里
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か

り
、
村
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
も

の
で
す
。

の
頃
、
父
の
引
く
リ
ヤ

カ
ー
の
後
を
姉
弟
で
押
し
坂
道
を

登
り
ま
し
た
。
山
灰
や
野
菜
が
積
ん

で
あ
り
ま
し
た
。
日
曜
日
は
畑
仕

事
の
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
不
満
も

言
い
ま
し
た
。
会
社
勤
め
、
朝
夕

は
畑
仕
事
を
し
て
休
む
暇
も
な
く

働
い
た
両
親
も
年
を
と
り
、
父
は

す
っ
か
り
老
い
て
し
ま
い
、
母
と

二
人
で
旅
行
に
出
し
て
あ
げ
よ
う

と
姉
弟
で
思
っ
て
い
ま
し
た
が
無

理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
優
し
い
心
、

頑
張
る
事
を
教
え
て
く
れ
た
両
親

に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
然
を
残
し
つ
つ
発
展
し
続
け

る
玉
川
村
を
遠
く
か
ら
見
守
り
、

何
か
お
手
伝
い
が
出
来
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

玉
川
村
、
玉
川
会
の
皆
様
の
ご

健
康
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
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